
募　

集

保
険
年
金
課 

☎
66
◆

1
1
0
3

蒲
郡
市
国
保
保
健
事
業
実
施
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

蒲
郡
市
国
保
保
健
事
業
実
施
計

画（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）の
素
案

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
13
日
㈫
〜
11
月

13
日
㈮

閲
覧
場
所　

保
険
年
金
課
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
4
階
）、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

観
光
商
工
課 

☎
66
◆

1
1
1
9

福
寿
稲
荷
ご
り
や
く
市

夫
婦
の
想
い
出
写
真
募
集

11
月
22
日
㈰
に
開
催
す
る
福

寿
稲
荷
ご
り
や
く
市
で
は
、「
い

い
夫
婦
の
日
」に
ち
な
み
、
夫
婦

の
想
い
出
写
真
を
広
く
募
集
し
ま

す
。
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
イ

ベ
ン
ト
内
で
展
示
し
ま
す
。
応
募

し
て
来
場
さ
れ
た
方
に
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

と　

き　

11
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
通
り

応
募
方
法　

10
月
30
日
㈮
ま
で
に

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
申
込
用

紙（
観
光
商
工
課
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）に
必
要

事
項
を
記
入
、
写
真
を
貼
り
付

け
の
上
、
観
光
商
工
課（
〒
443
◆

８
６
０
１
）へ
。

※
写
真
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

西
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
58
◆

1
1
3
6

長
寿
課 

☎
66
◆

1
1
0
5

ニ
コ
ニ
コ
体
操
教
室

み
ん
な
で
健
康
体
操
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
脳

ト
レ
体
操
を
行
い
、
い
つ
ま
で
も

元
気
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
！

と　

き　

11
月
6
日
〜
12
月
25
日

　

毎
週
金
曜
日　

全
8
回

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

と
こ
ろ　

拾
石
町
会
館

対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

定　

員　

各
20
人（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

10
月
30
日
㈮
ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
西
部
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　公用車へ有料広告を掲載していただける方を、こ
の度新たに募集します。電話、メールなどでお気軽
にお問い合わせください。　
掲載場所
　公用車（軽車両）左右両側面2カ所及び後方面1カ所
掲載車両台数　8台
掲載料　1台あたり　月額　1,500円
掲載期間　12月1日㈫～平成28年3月31日㈭
　　　　　※期間終了後、最長4年まで更新可
掲載方法　特殊フィルムまたはマグネットにて貼付
　　　　　※剥離時に車体塗装に影響のないもの
広告サイズ　縦50センチ×横50センチ以内
　 （車両の貼付可能面の縦横の長さがそれぞれ規格
に満たないときは、面積0.25平方メートル以内）
申 込書・要項の配布　財務課、市ホームページにあ
ります。

申 し込み　10月13日㈫までに申込書に必要事項を記
入・押印の上、必要書類を添付して、直接または
郵送で財務課（〒443-8601）へ。

公用車への広告を募集します

財務課  ☎66◆1158   zaimu@city.gamagori.lg.jp

市民委員で構成される「蒲郡市公共施設のあり方検討市民会議」は、将来を見据えた持続可能な公共施設
のあり方について活発な意見をかわし、全5回の日程を終えました。会議で議論された意見は、提言書として市
に提出される予定です。6月に実施した「公共施設のあり方に関する市民アンケート」結果も合わせ、「公共施
設の整備に関する基本方針（仮称）」を今年度中に策定します。

この連載は今回で終了します。今後は公共施設に関する情報を不定期で掲載していきます。
市民会議の開催状況と市民アンケート結果は市ホームページをご覧ください。

会議で出された意見（一部抜粋）
・30、50年後の将来をイメージした合理的な規模の施設を考えて欲しい。
・世代間交流できる地域コミュニティーの拠点として公共施設を考えたい。
・地域に密着した施設と市域で考えるべき施設を別けてあり方を考えるべき。
・住民サービスを1つの施設で受けられる便利な複合施設を考えたい。
・利用する人の意見を取り入れた施設づくりが必要ではないか。

考える・公共施設⑦  ～市民の意見を反映させる～

2015.10

26

財務課 ☎66◆1158


